
いばらき県議会だよりNo.179 2012年（平成24年）4月22日（日曜日）❼❼

被
災
県
で
は
初
と
な
る
災
害
廃
棄
物
の
本
県
の
受
け
入
れ
を

求
め
る
決
議
を
可
決

　

三
月
二
十
二
日
の
本
会
議
終
了
後
、
磯
崎
久
喜
雄
議
長
、
細
谷
典
幸

副
議
長
と
提
出
者
で
あ
る
四
会
派
代
表
者
は
、
橋
本
昌
知
事
に
対
し
、「
東

日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
本
県
の
受
け
入
れ
を
求
め
る

決
議
」
に
基
づ
く
要
請
を
行
い
、
知
事
か
ら
は
、「
決
議
の
趣
旨
を
踏
ま

え
た
対
応
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た
い
。
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
分
か
り
や
す
い
形
で
県
民
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」

と
い
う
趣
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

決
議
を
踏
ま
え
た
対
応
を
知
事
に
要
請

◯
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射

　

線
被
ば
く
の
健
康
影
響
に
関
す
る
意
見
書

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
拡
散
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
、
子
ど
も
を
抱
え
る
母
親
な
ど

か
ら
健
康
に
対
す
る
不
安
の
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、
放
射

線
被
ば
く
に
よ
る
住
民
の
健
康
影
響
調
査
に
関
す
る
対
応

方
針
を
早
急
に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
及
び
国
会
に
対
し
、
下
記
の
項
目
の
早

期
実
現
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

１　

放
射
線
に
よ
る
住
民
へ
の
健
康
影
響
調
査
に
つ
い
て
、

実
施
の
必
要
性
、
対
象
者
、
実
施
内
容
、
実
施
主
体
な

ど
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準
を
早
急
に
示
す
こ
と
。

２　

健
康
影
響
調
査
実
施
の
際
に
は
、
各
自
治
体
と
連
携

し
、
国
が
直
接
実
施
す
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

関
係
自
治
体
に
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
国
の
責

任
に
お
い
て
万
全
の
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

３　

放
射
線
・
放
射
性
物
質
の
人
体
影
響
、
放
射
線
防
護

の
方
法
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
な
ど
、

不
安
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

◯
無
料
低
額
宿
泊
所
等
に
係
る
法
制
度
の
整
備
を
求
め
る

　

意
見
書

　

無
料
低
額
宿
泊
所
を
提
供
す
る
事
業
は
、
社
会
福
祉
法

に
お
い
て
施
設
設
置
基
準
等
の
具
体
的
な
定
め
が
な
く
、

事
業
開
始
後
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

り
、
行
政
指
導
も
困
難
で
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
無
料
低
額
宿
泊
所
等
の
適

正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
施
設
の
開
設
に
あ
た
っ
て

は
届
出
制
で
は
な
く
、
市
町
村
長
の
同
意
を
踏
ま
え
た
許

認
可
制
に
改
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◯
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
見
直
し
等
、
農
業
政
策
の
立
て

　

直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

民
主
党
政
権
が
行
っ
て
い
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
は
政
策
効
果
に
乏
し
い
ば
ら
ま
き
政
策
で
あ
り
、
多
く

の
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
。
早
急
に
農
業
・
農
村
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
て
、
農
業
政
策
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実
現
を
図
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

１　
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
」
は
名
称
の
変
更
を
含
め
、

　

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
と
す
る
こ
と
。

２　

政
権
交
代
直
後
に
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
農
業
農
村
整
備

事
業
及
び
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
な
ど
に
十
分
な
予
算

を
復
活
す
る
こ
と
。

３　

計
画
的
な
食
料
自
給
率
の
向
上
や
農
地
の
利
用
集
積
な

ど
、
目
指
す
べ
き
政
策
目
標
を
明
確
に
し
、 

計
画
的
に
実

現
で
き
る
よ
う
な
予
算
編
成
・
執
行
を
す
る
こ
と
。

◯
年
金
制
度
抜
本
改
革
の
全
体
像
を
早
期
に
公
表
す
る
こ
と

　

を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
強
い
意
欲
を
示
し

て
い
る
が
、
肝
心
の
年
金
制
度
の
抜
本
改
革
に
つ
い
て
は
、

全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
消
費
税
の
増
税
案
と
年
金
制

度
の
改
革
案
は
一
体
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
全
体
像

が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
ま
ま
で
は
、
国
民
が
消
費
税
増
税
に

納
得
し
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

  
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
て
年
金
制
度
抜
本
改
革
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

◯
国
民
が
安
心
で
き
る
原
子
力
防
災
体
制
の
構
築
に
関
す
る

　

意
見
書

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
防
災
指
針

の
見
直
し
を
検
討
し
て
き
た
原
子
力
安
全
委
員
会
か
ら
中
間

と
り
ま
と
め
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
対

応
策
や
指
標
に
つ
い
て
は
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
国
民
が
安
心
で
き
る
原
子
力

防
災
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
以
下
の
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１　

国
は
責
任
を
も
っ
て
、
原
子
力
防
災
の
あ
り
方
、
原
子

力
施
設
の
種
類
ご
と
の
災
害
想
定
等
を
早
急
に
見
直
す
と

と
も
に
、
新
た
に
設
定
さ
れ
る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
等
の
範
囲
に
お
い

て
実
施
す
べ
き
具
体
的
な
防
災
対
策
を
速
や
か
に
示
す
こ

と
。

２　

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
問
題
点
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
迅

速
な
避
難
等
の
防
護
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
手
法
を
具

体
的
に
示
す
こ
と
。

３　

既
存
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
防
護
対
策
、
電
源
・

通
信
設
備
の
強
化
を
含
め
て
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の

機
能
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
。

４　

原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
に
対
し
、
原
子
力
行
政
へ

の
国
民
の
信
頼
回
復
の
た
め
の
断
固
た
る
処
置
を
講
ず
る

こ
と
。

　

三
月
二
十
二
日
、
本
会
議
に
お
い
て
、「
東
日
本
大
震
災

で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
本
県
の
受
け
入
れ
を
求
め
る

決
議
」
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
県
の
決
議
と
し
て
は
、
全
国
で
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

本
決
議
案
は
、
い
ば
ら
き
自
民
党
、
民
主
党
、
自
民
県

政
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
の
四
会
派
代
表
者
な
ど
に
よ
り
提
出

さ
れ
、
提
出
者
を
代
表
し
て
、
い
ば
ら
き
自
民
党
の
白
田

信
夫
議
員
が
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
案
説
明
で
は
、「
同
じ
被
災
地
の
本
県
が
受
け
入
れ
を

表
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
北
の
被
災
地
を
支
援
し
て
い

く
強
い
使
命
感
を
、
広
く
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
、
決
議
の
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

 

決
議
要
旨

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て

も
、
東
北
沿
岸
部
の
被
災
地
で
は
、
平
時
の
十
数
年
分
に

相
当
す
る
膨
大
な
災
害
廃
棄
物
が
う
ず
高
く
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
東
北
地
方
だ
け
で
処
理
す
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
地
震
国
に
暮
ら
す
我
々
全
国
民
が
、
東

北
被
災
地
の
置
か
れ
た
状
況
を
我
が
事
に
置
き
換
え
、
行

動
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
災
害
廃
棄
物
処
理
の
全
国
的
な

展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　

茨
城
県
は
同
じ
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
県
が
受
け
入
れ
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

災
地
を
支
援
し
て
い
く
強
い
使
命
感
を
、
広
く
全
国
に
発

信
す
る
こ
と
に
な
る
と
信
ず
る
。

　

よ
っ
て
、
本
議
会
は
、
関
係
機
関
に
対
し
て
次
の
と
お

り
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

１　

県
に
お
い
て
は
、
市
町
村
や
民
間
の
廃
棄
物
処
理
事

業
者
と
協
力
し
て
、
東
北
被
災
地
の
厳
し
い
現
状
に
鑑

み
、
率
先
し
て
、
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
。

２　

国
に
お
い
て
は
、
災
害
廃
棄
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

科
学
的
知
見
に
基
づ
き
丁
寧
な
説
明
と
積
極
的
な
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
懸
念

さ
れ
る
風
評
被
害
も
含
め
、
県
や
市
町
村
の
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
十
分
な
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

　

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
が
自

ら
も
被
災
さ
れ
、
現

在
も
不
自
由
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

同
じ
日
本
国
民
で
あ

る
東
北
被
災
地
の

方
々
の
復
旧
と
復
興

を
支
援
す
る
た
め
、

災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

決議案の提案説明を行う白田信夫議員

橋本知事（右端）に決議文を手渡す正副議
長と四会派代表者（左から、井手義弘議員
（公明党）、江田隆記議員（自民県政クラ
ブ）、西條昌良議員（いばらき自民党）、長
谷川修平議員（民主党）、磯崎久喜雄議長、
細谷典幸副議長）

（
要
旨
）

意
見
書


